2008/06/15  TECOM三苫先生講義まとめ　　　　　　

■ 国試までの大まかなスケジュール
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· QB：クエスチョンバンク、AP：アプローチ
8月までにQB/APの内科外科、小児産婦が国試受験生の70%は終わる。

が、残り30%の受験生は終わらない。
→このうち約半数（15%）が国試不合格になる。

理由①：力不足

国試は基本問題、卒試は応用問題である。

国試を一通り終わらずに卒試を受けると、基本をやらずに応用問題をやるハメになる。

→丸暗記になり、力がつかない。

理由②：（七月までに終わっていないと）全範囲終わらない。
卒業試験が終わると、強制的に2週間くらいは秋休みが入る。

→大学生以上は年齢的に受験勉強に向いてないので、これくらいの休みは必要＆不可避。

となると、年内残り8週間で15,16科目やらなければならないことに。

秋・冬はだいたい3日で一冊こなす計算になります。

→5年次から延々一年以上かけてやってきたものが、3日で終わる訳がありません。

理由③：初回では頭に残らない。

1回目の目標は理解（わかった感）を作ることなので、暗記は2回目以降になる。

→1回目が秋・冬だとそれ以上解く時間がないので、暗記無しで国試突入してしまう。

補足）

・昔は国家試験対策を6年次からだったが、今は5年次から始めるのがスタンダード。
・マッチングに関しては東北、日本海側の取り組みが早い（県外に脱出したいので）。
・秋からは周りの受験生も勉強しだすので、全国順位は秋以降伸びにくい。

＠QB/APは夏までに一回は通そう！！
■ QB/APのやり方
とにかく早く始めること。それによって深く出来る余裕が生まれる。

時間がないと終わらせることで精一杯になるため。

①ペースについて

・ビデオ講座を活用せよ。
・ビデオを見るのとQB/APを解くのは同じこと。

・ビデオは病態生理中心に解説してあるので、見てからQB/APを解くと3日で終わる。

・また、ビデオのテキストはQB/APのカブリを省いて重要な問題だけで構築している。

　解説も病態生理中心に行っている。

　　→本格的に時間が無ければビデオのテキストだけでもOK。

②内容について

・QB/APを自力で解くとわからない単語の検索だけで時間を取られる。

→最終的な目標は、ビデオのノートの内容が自分で話せる、書けるようになること。

　　（読んで理解できている、では不十分！）

・必ずinputの後、outputの練習をして、頭の中を整理する（知識の棚を作る）こと。

③マイナーの処理

・マイナーは必ずしもQB/APを解く必要はなし。

→昔はマイナー科目は2科目選定だったので、問題の当たりハズレが激しいため。

→マイナーが選定ではなくなった過去12年分＋良問くらいをこなすこと。

・各大学の卒試の方が良問で国家試験対策に適している。

・マイナーKIDsがオススメ。

＠ビデオ講座を有効活用しよう！！

補足）ビデオ講座の宣伝が多いですが、今回の講演はテコム主催なので、

そこのところを考えてビデオ講座を選択して下さい。

（ちなみに、ビデオをどんなに取って頂いても、国対委員には一銭も入ってきません。）
■ 産科、小児科について
意外と盲点なので、しっかりやること。

・小児はQB/APが終わっていれば８割は取れる。

・産科は1～2割くらい難問が出るので注意。

→残り8割くらいは内科以上に型にはまった問題が出るので、点が取れる。

→きっちりやれば得点源に。

時間がない人は・・・

・QB/APは2冊×2なので結構時間がかかる。

→問題がワンパターンなので、ビデオテキストだけでも十分（7割5分くらいは取れる。）

■ 必修について

必修は「難易度が年によってブレる」という国試の悪い癖が出る。

必修が難しいと、半分以上の不合格者は必修の点が足りずに落ちる。

今年度は、昨年度の必修問題が易しかったため、難化する可能性あり。

・必修で失敗するのは・・・
→必修をやってない！必修問題に慣れてない！

→なので、少しずつでも必修問題はやっていくように。

・必修独特のクセ（問題）に慣れる必要がある。

→臨床問題は誘導に乗る、「何もしない」「経過観察」が答えになることがある、etc…
・ビデオ講座「必修のワナ」

→全体的に必修を抑えることが出来る。必修独特のクセを中心に解説。

■ 直前

ターゲット講座で総まとめ。2時間×17コマ。

＠ターゲット講座＋過去3年分国家試験で、

最短距離で合格できる！・・・らしい。
出来れば危ない橋は渡らないようにして下さい。

国対委員からのお願いです。
文責：M5国対副委員長　今永直也
